地域の科学舎推進事業
地域活動支援　平成２２年度申請書
機関用【様式・機－１】基礎情報
ＪＳＴ整理番号：　　　　　　　

	申請企画名
	星のソムリエと一緒に４次元宇宙を体験しよう

	活動の形式（○印/１つのみ選択）
	
	単独型
	○
	機関連携型
	
	研修会実施型

	テーマ分野○印/３つまで選択可
	
	物理
	
	化学
	
	生物
	
	農学
	
	地質学
	○
	宇宙天文
	
	数学
	
	情報

	
	
	工学
	
	ロボット
	
	エネルギー
	
	防災安全
	
	環境
	
	医学薬学
	他
	

	活動の種類○印/３つまで選択可
	
	実験教室
	
	工作教室
	
	自然観察教室
	
	天体観測教室
	
	討論会
	
	シンポジウム

	
	
	ｻｲｴﾝｽｶﾌｪ
	○
	公開講座
	○
	研修
	他
	立体映像シアター

	申請機関正式名称
	　国立大学法人　山形大学

	申請責任者(申請機関の長)
	役職
	　学長
	氏名
	結城　章夫

	申請機関住所
	〒990-8560
	都道府県は

分けて記入→
	山形県
	山形市小白川町１－４－１２

	ホームページ
	
	www.yamagata-u.ac.jp/index-j.html

	機関の属性いずれかに○印
	
	科学館等
	○
	大学高専
	
	公的研究機関
	
	学協会
	
	地方自治体
	
	公益法人･非営利法人
	
	民間企業

	実施主担当者
	所属
	理学部
	フリガナ
	シバタ　シンペイ

	
	役職
	教授
	氏名
	柴田　晋平

	
	E-mail
	shibata@sci.kj.yamagata-u.ac.jp
	電話(eq \o(\s\up 5(携帯),\s\do 2(推奨))）
	023-628-4552
	ＦＡＸ
	023-628-4567

	実施副担当者
	所属
	理学部
	フリガナ
	ﾀｷｻﾞﾜ　ﾓﾄｶｽﾞ

	
	役職
	准教授
	氏名
	滝沢　元和

	
	E-mail
	takizawa@sci.kj.yamagata-u.ac.jp
	電話
	023-628-4550
	ＦＡＸ
	023-628-4567

	経理担当者
	所属
	理学部
	フリガナ
	ｻｸﾗｲ　ﾋﾃﾞﾋｺ

	
	役職
	事務ユニット総務チームリーダー（予算担当）
	氏名
	櫻井　秀彦

	
	E-mail
	ky-senri@jm.kj.yamagata-u.ac.jp
	電話
	023-628-4513
	ＦＡＸ
	023-628-4510

	申請機関がこれまでに実施してきた科学コミュニケーション活動の主な実績について記入してください。

	１　星空案内人®(愛称：星のソムリエ®)養成講座の開講、人材養成とその全国展開(認定数919人)(成果は 2２年度科学技術分野文部科学大臣表彰)（講座数、年間１６回および実習３０夜程度）（２００３年より）
２　大学の観測施設を「やまがた天文台」として一般公開（毎週土曜日　年間利用者数 １５００人　２００３年より）

３　サイエンスサマースクール（高校生を対象とした体験型講座、７コース開催）（毎年８月開催　２００４年より）

理学部に限定し継続性・効果の高い事業のみを掲載しました。その他の事業も多数あります。

	連携機関名称
	最上広域市町村圏事務組合教育研究センター

	担当者
	所属
	教育研究センター
	フリガナ
	タカハシ　トシヒコ

	
	役職
	研究主幹
	氏名
	高橋　敏彦

	
	E-mail
	center@mkc.jp
	電話
	0233-22-1033
	ＦＡＸ
	0233-22-1735

	連携機関住所
	〒996-0079
	都道府県を記入→
	山形県
	新庄市千門町３－１２

	ホームページ
	

	機関の属性いずれかに○印
	
	科学館等
	
	大学高専
	○
	公的研究機関
	
	学協会
	
	地方自治体
	
	公益法人･非営利法人
	
	民間企業

	連携機関がこれまでに実施してきた科学コミュニケーション活動の主な実績について記入してください。特に、申請機関と連携した活動実績があれば、記入してください。

	１　おもしろ科学体験の実施(小学生を対象とした体験教室、年3回実施、山形大学サイタセンターと連携　延べ250名参加)　1996年より

２　わくわく科学教室の実施（小学生を対象とした科学実験ショ－6回605名参加）　2007年より

３　国際天文年2009日本委員会公認イベント「星空の魅力を語ろう講演会」の開催（一般を対象とした講演会、大学コンソーシアムやまがたと共催）　2009年実施

４　プラネタリウム学習投影および一般投影（学習投影（年82回‥延べ1,300名参加）；一般投影（年28回‥延べ928名参加））　1974年より

	個人情報について
本申請書に記載の個人情報は、選定及び採択後の事業推進の目的に利用するとともに、本事業及び関連するＪＳＴの科学ネットワーク事業の各種のご案内等に活用させていただくことがあります。また、採択企画については、報道機関からの問い合わせに対して、申請書に記載された実施主担当者の氏名・連絡先及び企画の内容について報道機関へ提供する場合があります。下記設問に該当する場合は○印を記入してください。

	Q１：ＪＳＴからのご案内を希望されますか？
	○
	希望しない

	Q２：申請書に記載された実施主担当者の氏名・連絡先及び企画の内容について報道機関へ提供してよろしいですか？ 

	
	○
	提供不可

	Ｑ３：実施主担当者の情報を理科大好きボランティアデータベースに自動登録・自動更新する予定です。このことについ

	て支障ありますか？
	
	支障ある


	企画の内容
	企画の狙い・内容・期待する成果等について、背景・地域性・活動の動機も踏まえて記入してください。欄が足りない場合は、【様式・機－５】に記入してください（２ページまで）。

	
	山形大学では大型画面を持つ立体映像シアター（４次元宇宙シアター）を設置し科学理解増進活動を行ってきた（様式５参照）。この実績の上に、大学キャンパスを持たない県内の最上地区の青少年に対する理解増進活動を強くサポートするために（様式５参照）、可動式立体映像装置を、同地区の中心施設「ゆめりあ」（ＪＲ新庄駅隣接施設）に持ち込み、立体宇宙像の圧倒的な表現力を利用して宇宙の不思議や科学的探究の面白さを広く市民に伝える上映会および講演を行う。企画の長所：(1) 宇宙や星に関するサイエンスコミュニケーターである星のソムリエ®が双方向的な理解増進を実施、(2) 地域の中心である施設(ＪＲ新庄駅)なので参加が容易、(3) 連携機関である教育研究センターが地域での確実な活動基盤を持っている、(4) 4次元宇宙シアター上映の実績が十分にあり理解増進の高い到達力を持つ。(5)立体映像の操作による体験学習を加えた。

	申請機関の特徴・役割連携機関の特徴・役割及び連携により期待される効果
	機関連携型の場合は「連携機関の特徴・役割及び連携により期待される効果」も必ず記入してください。

	
	教育研究センターは、教職員の資質向上・教育実践の充実を期し、専門的、技術的事項についての研修･研究をおこなうことを目的として設置され、数多くの教育資料集の発行、講座および出前講座、理科巡検等の開催、また、プラネタリウム一般投影、講演会等を通して一般市民を対象に科学への理解増進を図る実績を有する。

これまでに、「星空の魅力を語ろう」講演会を大学コンソーシアムやまがたと連携して実施してきた。さらに、今年度は「かつろくスペナビ講座」を開講しプラネタリウムや望遠鏡の操作を一般市民に習得してもらうとともに、最上地区の空をナビゲートしてもらうボランティアを養成しようとしている。さらには、山形大学との連携のもとに山形大学の４次元宇宙シアターのプレゼンテーションもできる一般市民ボランティアを養成したいと考えている。

「山形大学エリアキャンパスもがみ」プロジェクトにおいて、雨天時プログラムとしてプラネタリウムの鑑賞会や山大サポートクラブもがみの一員としてフィールドワークでの指導等を実施してきている。

	参加者像、募集方法
	活動の対象とする参加者の想定、及びその募集方法について記入してください。

	
	対象は、

(1) 当該地区の小中高校生とその保護者

(2) 星空や宇宙、立体映画などに興味がある若い世代

最上広域市町村県事務組合をとおして市町村および学校とは強い連携があるので公的な情報伝達ルートが非常にしっかりとしている。市町村広報やホームページ、公民館、学校などへのチラシ配布などをおこなう。また、新聞、テレビなどのマスコミもこれまでどおり活用する。

	遠隔地での実施の有無・必要性宿泊の有無・必要性
	遠隔地での実施や参加者の宿泊を伴う活動の場合、その必要性を記入してください。

	
	該当しない

	目標
	企画終了時の目標を記入してください。

	
	(1) 立体映像シアター（４次元宇宙シアター）の科学教育への効果を最上地区の皆さんに理解していただき、可能なら常設の４次元宇宙シアター建設のきっかけとしたい。もって、地域の科学理解増進活動の環境を向上させる。
(2) 従来から行われている教育センターを主体とする自然科学教育サイエンスナビゲーターに参加する人数と質の向上を図る。
(3) ４次元宇宙シアターにより宇宙、そして、地球環境への理解が深まる（小中高校生、一般市民）
(4) 先端教育に高校生が触れることによる進路指導の一助となる。


以下は、活動実施当日ごとに予定を記入してください。同じ内容の活動を複数回実施する場合は初回分のみ記入し、回数を記入してください。つながりのある複数の活動を実施する場合は、そのつながりが分かるように活動内容欄に記入してください。

	日程
	9月18日
	同じ活動を実施する回数
	１回
	活動準備日の日程
	9月１２日、９月１７日

	実施場所
	最上広域交流センター「ゆめりあ」

	目標参加者数（１回あたり）
	４０人
	講師人数
	１人
	助手人数
	５人

	講師
	氏名
	柴田　晋平
	所属・役職
	山形大学理学部・教授

	
	実績・専門
	中性子星磁気圏の研究で業績多数、星のソムリエ®創設の業績で文部科学大臣表彰（Ｈ２２年度）・高エネルギー天文学、天文教育

	講師
	氏名
	
	所属・役職
	

	
	実績・専門
	

	外部講師招請の理由
	

	活動内容
	【概要】立体映像シアター（4次元宇宙シアター）による宇宙の構造と歴史に関する講演と物語の上映。引き続いて、星のソムリエ®を交えたサイエンスカフェ形式のグループ討論および立体映像の操作の体験学習による理解増進。
プログラム概要
13:30 開会

13:45-14:30 「4次元宇宙シアターでみる宇宙の構造」講演

14:45-15:15  「そらに輝く天の川を求めて」（銀河系の構造と天の川の物語）
15:15-16:00  星のソムリエ®と語る宇宙のしくみ（グループ討論および4次元画面のコントロール体験学習）。

16:00- 閉会
立体視システムの組み立て、操作講習のため事前準備を二日設ける。（最上地区のサイエンスナビゲーター養成）

	安全の確保
	起こりうるトラブルを想定し、そのための対応・対策・留意事項を記入してください。

	
	開催施設は常時ホールとして使用されているので、施設運用の標準的規則、安全基準に従って実施することで問題はないと思われる。実験等を伴う活動ではない。基準のとおりの保険に加入数する。


	日程
	9月26日
	同じ活動を実施する回数
	１回
	活動準備日の日程
	

	実施場所
	最上町立瀬見小学校

	目標参加者数（１回あたり）
	40人
	講師人数
	1人
	助手人数
	5人

	講師
	氏名
	柴田　晋平
	所属・役職
	山形大学理学部・教授

	
	実績・専門
	中性子星磁気圏の研究で業績多数、星のソムリエ®創設の業績で文部科学大臣表彰（Ｈ２２年度）・高エネルギー天文学、天文教育

	講師
	氏名
	
	所属・役職
	

	
	実績・専門
	

	外部講師招請の理由
	

	活動内容
	【概要】立体映像シアター（4次元宇宙シアター）による宇宙の構造と歴史に関する講演と物語の上映。引き続いて、星のソムリエ®を交えたサイエンスカフェ形式のグループ討論および立体映像の操作の体験学習による理解増進。
プログラム概要
13:30 開会

13:45-14:30 「4次元宇宙シアターでみる宇宙の構造」講演

14:45-15:15  「そらに輝く天の川を求めて」（銀河系の構造と天の川の物語）
15:15-16:00  星のソムリエ®と語る宇宙のしくみ（グループ討論および4次元画面のコントロール体験学習）。

16:00- 閉会

	安全の確保
	起こりうるトラブルを想定し、そのための対応・対策・留意事項を記入してください。

	
	会場は小学校であり、従来の学校における安全基準にそって実施される。実験などはないので追加される安全対策は特別に設けず学校の運営規則に従うことで十分と考えられる。


（足りない場合はコピーして記入してください。）

ＪＳＴからの支援費について本企画の実施にかかる経費のうち、ＪＳＴからの支援を希望する経費について概算で記入して下さい。

	項目
	税込み金額（円）
	概算根拠・用途等

	（１）材料・消耗品費
	51,555
	円
	偏光板(1組)、回折格子(10枚)、ふうせん(4つ)

	（２）講師・助手謝金
	130,000
	円
	助手5名2回、準備助手3名2回

	（３）旅費・交通費
	55,400
	円
	準備4名2回、実施日6名2回

	（４）レンタル費
	
	円
	

	（５）保険料
	6,950
	円
	

	（６）通信・運搬費
	176,000
	円
	ちらしなど送付郵送料、4次元宇宙シアター設備運搬

	（７）印刷・製本費
	484,000
	円
	カラーチラシ（1万枚）当日資料（120部、4ページ）

	（８）一般管理費
	90,391
	円
	１０％

	合計
	994,296
	円
	上限は、「単独型」の場合は税込み５０万円、「機関連携型」「研修会実施型」の場合は税込み１００万円です。


「税込み金額」欄は必ず検算をしてください。他からの財源等について本企画の実施にかかる経費のうち、以下の各項目について予定しているものがあれば概算で記入して下さい。

	項目
	税込み金額（円）
	内訳

	（１）自主財源
	0
	円
	

	（２）参加費徴収
	0
	円
	

	（３）別の制度の支援※
	0
	円
	

	合計
	0
	円
	


※国または国が出資した基金などによる補助金や助成金等については下記「３．国からの支援等について」に記入して下さい。国からの支援等について本企画の実施にかかる経費について、国または国が出資した基金などから補助金や助成金等を得るための支援を申請中または申請予定である場合は、その制度名と支援期間、決定時期等を記入して下さい。

	


※現在国からの支援を受けている、または受けることが決定している場合は、本支援に申請することができません。以　上

やまがた大学・理学部におけるこれまでの活動がどう生かされているかについて

星空案内人®(愛称：星のソムリエ®)は星や宇宙に関するサイエンスコミュニケーターとして設けられた全国資格であり、6年にわたって山形大学では星空案内人®を養成し、29名の案内人、162名の準案内人を養成した。宇宙に関した理解増進活動に市民の目で参加し指導にあたる体制ができている。市民の目線で指導できるので双方向的な活動が確実に実施できる。
なお、本資格は全国資格であり、その普及について主担当者は文部科学大臣表彰を受けている。
※星空案内人®および星のソムリエ®は山形大学の登録商標です。

4次元宇宙シアターについて

そのスケールや構造の複雑さから理解しにくい宇宙を、立体映像で理解できるようにした4次元デジタル宇宙の描画ソフトが国立天文台によって開発されている（４Ｄ２Ｕプロジェクト）
山形大学ではこのソフトを2005年から導入し、一般市民の方にどのように宇宙を伝えるかの研究をしてきた。その成果として数々の映像番組を制作し、5年前から毎月恒常的に4次元宇宙シアターとして上映している。

山形大学エリアキャンパスもがみ
　山形大学では、平成16年の7月から9月にかけて、大学と県内自治体との連携策を構想する「山形大学活性化プロジェクト―地域へ飛び出してみよう―」を行い、その中で、最上広域圏に大学の機能を誘致し、地域住民と教員・学生が交流することによって地域の活性化を図る構想を最上広域圏の教育長会が中心となって取りまとめ、プロジェクトの研修生を通して提案が行われた。この誘致運動の背景には、最上広域圏の高等教育機関を渇望する熱い思いがあった。
こうして、平成17年3月22日、最上広域圏8市町村の首長と学長の間で、最上地域における教育の発展と地域振興に資するための協定を締結し、ここに「エリアキャンパスもがみ」が設立された。 
　エリアキャンパスもがみは、本学固有の教育研究施設を持たずに、市町村の有する施設を活用して事業を展開するソフト型キャンパスとして、大学と地域の協働による新しい連携モデルとして、その取組を全国に向けて発信している。
本事業は最上地区の教育活動と山形大学の上記連携の経験を踏まえて実施される。
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